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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
速度センサであって、
　感知アセンブリであって、当該感知アセンブリは、磁場を発生させるための磁石および
ワイヤコイルと、前記ワイヤコイルに電気的に接続された複数の導電性のピンと、前記ボ
ビンに取付けられ、前記導電性のピンと複数の第１の導電性の端子との間に電気的な接続
を提供するリードフレームとを含む、前記感知アセンブリと、
　前記感知アセンブリにオーバーモールドされた第１のハウジングであって、当該第１の
ハウジングは、上側の開口端に近接する上側のフランジを含み、前記第１の導電性の端子
が前記上側の開口端から突出する、前記第１のハウジングと、
　下側の開口端に近接する下側のフランジを有する第２のハウジングであって、下側のフ
ランジが第１のハウジングの上側のフランジに接合されて複数の溶接窓を形成し、前記第
２のハウジングは、前記下側の開口端と前記第１の導電性の端子に近接する複数の第２の
導電性の端子を含み、これにより、前記溶接窓は、前記第１の導電性の端子が前記第２の
導電性の端子に溶接されることを可能にする開口を提供する、前記第２のハウジングと、
　前記第１のハウジングを前記第２のフランジに封止し、かつ前記溶接窓を充填するよう
に、前記上側のフランジと前記下側のフランジの双方にフランジオーバーモールドを接合
するように動作可能な第１の開口を含む、前記フランジオーバーモールドと、
　を有する速度センサ。
【請求項２】



(2) JP 6316765 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

前記フランジオーバーモールドは、前記第１の開口からオフセットされた第２の開口を含
み、当該第２の開口は、前記フランジオーバモールドを搭載するように動作可能である、
請求項１に記載の速度センサ。
【請求項３】
前記第２のハウジングは、前記下側の開口端に近接する複数のリッジを含み、当該リッジ
は、前記第１のハウジングを前記第２のハウジングにアライメントする、請求項１に記載
の速度センサ。
【請求項４】
前記ボビンは、前記導電性のピンに垂直に延在する複数の固定ピンを含み、当該固定ピン
は前記ボビン内に前記導電性のピンを固定する、請求項１に記載の速度センサ。
【請求項５】
前記磁石は、ワイヤコイルによって形成された環状のリング内に配置される、請求項１に
記載の速度センサ。
【請求項６】
前記磁石は、前記環状のリングの上部開口から実質的に突出し、かつ前記環状のリングの
底部開口から僅かに突出する、請求項５に記載の速度センサ。
【請求項７】
前記第１のハウジングは、前記環状のリングの底部開口に近接した位置でより厚い、請求
項６に記載の速度センサ。
【請求項８】
前記フランジオーバーモールドはさらに、当該フランジオーバーモールドが前記溶接窓に
流れ込み空気を押し出すように、前記溶接窓を封止するように動作可能である、請求項１
に記載の速度センサ。
【請求項９】
前記第１のハウジングは、前記上側の開口端に近接する複数の第１のリブを含み、
　前記第２のハウジングは、前記下側の開口端に近接する複数の第２のリブを含み、
　前記フランジオーバーモールドの第１の開口は、前記第１のリブと前記第２のリブとを
接合するように動作可能である、請求項１に記載の速度センサ。
【請求項１０】
長手方向の軸に沿って実質的に延在し、速度センサの外側の物体の動きに関連する信号を
発生する感知アセンブリであって、当該感知アセンブリは、前記信号を転送するため上側
の端部に近接して複数の第１の導電性の端子を有する、前記感知アセンブリと、
　前記長手方向の軸に沿って延在し、かつ前記感知アセンブリにオーバーモールドされた
第１のハウジングであって、当該第１のハウジングは、前記上側の端部に近接して上側の
フランジを有し、前記第１の導電性の端子が前記上側の端部から突出する、前記第１のハ
ウジングと、
　前記長手方向の軸に沿って延在氏、かつ下側の端部に近接して下側のフランジを有する
第２のハウジングであって、当該下側のフランジは、前記第１のハウジングの上側のフラ
ンジに接合されて複数の溶接窓を形成し、前記第２のハウジングは、前記下側の端部と前
記第１の導電性の端子に近接する複数の第２の導電性の端子を含み、前記溶接窓は、前記
第１の導電性の端子が前記第２の導電性の端子に溶接されることを可能にするための開口
を提供する、前記第２のハウジングと、
　短手方向の軸に沿って延在するフランジオーバーモールドであって、当該フランジオー
バーモールドは、前記第１のハウジングと前記第２のハウジングと前記溶接窓とを封止す
るため、当該オーバーモールドを前記上側のフランジおよび前記下側のフランジの双方に
接合するよう動作可能である第１の開口と、前記フランジオーバーモールドを搭載するた
め、前記短手方向の軸に沿いかつ前記第１の開口からオフセットされた第２の開口を含む
、前記フランジオーバーモールドと、
　を有する速度センサ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本願は、「ターボ速度センサ」という表題の、２０１４年２月１９日に出願された、米
国仮特許出願６１／９４１，６６０の優先権およびその利益を主張し、その内容は、全体
が本明細書で述べられているかのように参照により組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関（ＩＣＥ）は、ＩＣＥの動作効率を改善し得る様々なデバイスを含むことがで
きる。例えば、ＩＣＥは、ターボチャージャデバイスを含むことができる。ターボチャー
ジャデバイスは、ＩＣＥと関連した燃焼チャンバに空気を押し入れることにより、ＩＣＥ
の効率を改善できる。
【０００３】
　ターボチャージャデバイスは、ＩＣＥの燃焼チャンバに空気を押し入れることのできる
様々な構成要素を使用できる。例えば、ターボチャージャデバイスは、タービンホイール
、コンプレッサホイール、およびシャフトを含むことができる。シャフトは、タービンホ
イールをコンプレッサホイールに接続することができ、その結果、タービンホイールが回
転すると、コンプレッサホイールが回転する。
【０００４】
　ＩＣＥによって生成される排ガスは、ターボチャージャデバイスに送ることができ、こ
の排ガスはタービンホイールを回転させるのに使用できる。タービンホイールが回転する
と、これによりコンプレッサホイールが回転する。コンプレッサホイールの回転により、
外気がターボチャージャデバイス内に引き込まれて圧縮される。圧縮された空気は、ＩＣ
Ｅの燃焼チャンバに投入され得る。
【０００５】
　速度センサは、ターボチャージャの速度を感知するのに使用できる。例えば、ターボ速
度センサは、タービンホイールおよび／またはコンプレッサホイールがターボチャージャ
において回転する速度を感知するのに使用できる。感知された速度は、ターボチャージャ
の性能を測定するのに使用できる。
【０００６】
　速度センサは、様々なオーバーモールドプロセスを使用して製造され得る。オーバーモ
ールドプロセスは、オーバーモールドを提供するために、様々な利用可能な圧力および温
度の使用を含むことができる。オーバーモールドに使用される圧力および／または温度は
、しばしば、速度センサの製造中に速度センサに生じ得るダメージを未然に防ぐように選
択される。高過ぎる温度および／または圧力を使用すると、速度センサにダメージを与え
ることがある。しかしながら、低過ぎる温度および／または圧力を使用すると、速度セン
サに良好な封止を提供できない。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本明細書の一部に組み込まれ、またこれを構成する添付の図面は、記述とともに本明細
書で述べる１つまたは複数の実施形態を例示し、また、これらの実施形態を説明する。図
面の構成要素は、必ずしも等倍に描かれておらず、本開示の原則を例示することに重点が
置かれている。
【０００８】
【図１】速度センサの一実施形態を示す図である。
【０００９】
【図２】速度センサの第１の部分の一実施形態についての第１の図を示す図である。
【００１０】
【図３】第１の部分に含むことのできる感知アセンブリの例示的な実施形態を示す図であ
る。
【００１１】
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【図４】第１の部分の第２の図を示す図である。
【００１２】
【図５】速度センサの第２の部分の例示的な実施形態を示す図である。
【００１３】
【図６】第２の部分の破断図を示す図である。
【００１４】
【図７】接合された第１の部分および第２部分を含むサブアセンブリを示す図である。
【００１５】
【図８】接合された第１の部分および第２の部分上にオーバーモールドされた、速度セン
サの第３の部分の例示的な実施形態を示す図である。
【００１６】
【図９】速度センサを製造するのに実行できる例示的な動作のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本明細書に記載される特徴は、例えば、ターボ速度センサなどの速度センサの製造にお
いて使用できる。一実施形態では、速度センサは、３つの異なる部分に分けられる。第１
の部分は、ハウジングとともにオーバーモールドされる感知アセンブリを含む。第２の部
分は、ワイヤリングハーネスを含む。第１の部分は、速度センサのサブアセンブリを製造
するために、第２に部分に接合される。サブアセンブリは、第３の部分とともにオーバー
モールドされる。第３の部分は、第１の部分が第２の部分に接合する、速度センサの箇所
を封止できる。さらに、第３の部分は、定位置への速度センサの搭載を提供するために、
速度センサのフランジとして働くことができる。
【００１８】
　図１は、本明細書に述べる１つまたは複数の特徴を実施できる速度センサ１００の例示
的な実施形態を示す。図１を参照すると、速度センサ１００は、例えば、第１の部分２０
０、第２の部分５００および第３の部分８００を含む。
【００１９】
　第１の部分２００は、速度センサ１００の外側にある物体の動き（例えば、回転）を感
知できる。外部の物体は、例えば、ターボチャージャのタービンホイールおよび／または
コンプレッサホイールであることができ、感知された動きはそのホイールの回転であり得
る。速度センサは、感知された動きに基づき信号を発生できる。発生された信号は、例え
ば、電気パルスなどの電気信号であり得る。信号は、第１の部分２００から第２の部分５
００へ、第１の部分２００と第２の部分５００の間に設けることのできる１つまたは複数
の接続を介して伝送され得る。
【００２０】
　第２の部分５００は、第１の部分２００から、速度センサ１００の外部のデバイスへ、
信号を転送できる。外部デバイスは、例えば、信号に基づき外部の物体と関連する速度を
判定できるコンピュータとすることができる。
【００２１】
　第３の部分８００は、速度センサ１００の搭載を提供することができる。さらに、第１
の部分２００および第２の部分５００は、サブアセンブリを形成するように互いに接続さ
れ得る。第３の部分８００は、第１の部分２００と第２の部分５００の間の接続に封止を
提供するように、サブアセンブリ上にオーバーモールドされ得る。
【００２２】
　以下でさらに詳細に述べるように、第１の部分２００は、ハウジングおよび感知アセン
ブリを含む。ハウジングは、感知アセンブリ上にオーバーモールドされ、速度センサ１０
０の製造および／または動作中に感知アセンブリを保護する働きをする。感知アセンブリ
は、コイルおよびリードフレームを含む。コイルは、外部の物体の動きを感知し、感知さ
れた動きに基づいて信号を生成する。リードフレームは、とりわけ、第２の部分５００へ
、第１の部分と第２の部分５００の間の接続を介してこの信号を転送する。
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【００２３】
　第２の部分５００は、ハウジングおよびワイヤリングハーネスを含む。ワイヤリングハ
ーネスの第１の端部は、端子を介して第１の部分２００に接続する。ワイヤリングハーネ
スの第２の端部は、外部デバイスに接続する。ワイヤリングハーネスは、第１の部分２０
０から外部デバイスへ信号を搬送する導電性ワイヤを含む。外部デバイスは、信号に基づ
き、物体の速度を特定できる。さらに、外部デバイスは、特定された速度に基づき、他の
物体（例えば、ターボチャージャ）の動作を制御できる。
【００２４】
　第１の部分２００および第２の部分５００は、サブアセンブリを形成するように接合さ
れる。サブアセンブリは、第１の部分２００と第２の部分５００の間の電気的な接続を含
む。第３の部分８００は、第１の部分２００と第２の部分５００の間に形成された接続上
にオーバーモールドされる。ここでは、第３の部分８００は、接続のためのシール（封止
）として働く。
【００２５】
　さらに、第３の部分８００は、例えば、動作中に速度センサ１００を配置する場合に、
速度センサ１００を搭載するための提供を含む。ここでは、第３の部分８００は、速度セ
ンサ１００のためのフランジとして働く。
【００２６】
　速度センサ１００を、部分２００、部分５００および部分８００などの部分へ分けるこ
とが、速度センサ１００の製造を容易にできることに留意すべきである。例えば、別々の
部分として第１の部分２００および第２の部分５００を有することにより、第１の部分２
００は、第２の部分５００内に含まれるワイヤリングハーネスによって邪魔されることな
く製造可能となる。
【００２７】
　図２は、速度センサ１００の第１の部分２００の第１の図を示す。図２を参照すると、
第１の部分２００は、感知アセンブリ３００を含むことができる。以下でさらに述べるよ
うに、感知アセンブリ３００は、ボビン３１４、オイルおよびリードフレームを含むこと
ができる。感知アセンブリ３００は、例えば、ターボチャージャ内で回転できるタービン
ホイールおよび／またはコンプレッサホイールなどの物体の動き（例えば、回転）を感知
できる。感知アセンブリ３００は、感知された動きに基づき信号（例えば、電気パルス）
を発生させ得る。発生された信号は、感知アセンブリ３００により、速度センサ１００の
第２の部分５００に提供され得る。
【００２８】
　図３は、速度センサ１００と共に使用できる感知アセンブリ３００の例示的な実施形態
を示す。ここで図２および図３を参照すると、感知アセンブリ３００は、ボビン３１０、
コイル３１２およびリードフレーム３４０を含むことができる。コイル３１２は、ボビン
３１０の１つの端部に巻きつけることのできるワイヤ（例えば、エナメル銅線）を含むこ
とができる。コイル３１２は、例えば、物体の動きを感知して、この感知された動きに基
づき信号を発生させる。ここでは、感知は磁石を含むことができる。例えば、電流がコイ
ル３１２に印加されて、磁場を発生させ得る。この磁場は、タービンホイールなどの物体
の動きによって妨害され得る。コイル３１２によって発生される信号は、物体の動きが引
き起こす、磁場へのこの妨害に基づくことができる。
【００２９】
　ボビン３１０は、非導電性材料でモールドされ得る。ボビン３１０は、１つまたは複数
の導電性ピン３１３で固定または支持され得る。コイル３１２は、ピン３１３で終端され
得る。一実施形態では、コイル３１２は２つの端部を含み、ボビン３１０は２つのピン３
１３で固定または支持される。ここでは、コイル３１２の一方の端部は、ピン３１３のう
ちの一方に巻きつけられ、コイル３１２の他方の端部は、ピン３１３のうちの他方に巻き
つけられる。
【００３０】
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　磁石３１４（図２）は、ボビン３１０に取り付けることができる。磁石３１４は、磁場
を発生させるようにコイル３１２と共に使用され得る。一実施形態では、磁石３１４は、
例えば、Ｓｍ２Ｃｏ１７磁石などのサマリウムコバルト（ＳｍＣｏ）磁石である。しかし
ながら、他の実施形態において、他の適切なタイプの磁石を使用してもよいことに優位す
べきである。
【００３１】
　ピン３１３は、リードフレーム３４０における開口３４４の内側に設置でき、リードフ
レーム３４０の開口３４４で、リードフレームと電気的に接続できる。開口３４４は、ピ
ン３１３とリードフレーム３４０の間の接続の検査を可能にできることに留意されたい。
さらに、１つまたは複数の溶接電極が、ピン３１３をリードフレーム３４０に溶接するた
めに、開口３４４の１つまたは複数の側部に設置できることに留意すべきである。
【００３２】
　リードフレーム３４０は、１つまたは複数の端子３４２を含むことができる。端子３４
２は導電性であり得る。例えば、一実施形態において、端子３４２は、導電性の金属から
製造される。この金属は、例えば、ニッケルめっきされた真鍮を含むことができる。他の
実施形態において、他の導電性材料を使用してもよいことに留意されたい。以下でさらに
述べるように、端子３４２は、コイル３１２によって発生された信号を、速度センサ１０
０の第２の部分５００に転送できる。
【００３３】
　リードフレーム３４０は、ボビン３１０を搭載するための提供を含むことができる。例
えば、リードフレーム３４０は、ボビン３１０に係合して、ボビン３１０を適所に保持す
ることのできる、係合特徴（例えば、フック）を含むことができる。ここでは、例えば、
リードフレーム３４０は、ボビン３１０のためのキャリアとしての働きをし得る。
【００３４】
　図４は、第１の部分２００の第２の図を示す。図４を参照すると、第１の部分２００は
、ハウジング４１０を含むことができる。ハウジング４１０は、第１の部分２００を収容
する。ハウジング４１０は液晶ポリマー（ＬＣＰ）から製造することができるが、その他
の材料が使用されてもよい。ハウジング４１０は、孔４１２、溝４１４、リブ４２２およ
びリッジ（隆起部）４２０を含むことができる。ハウジング４１０は、第１の部分２００
の製造中に、感知アセンブリ３００（図３）上にオーバーモールドされ得る。
【００３５】
　孔４１２は、ハウジング４１０を介してボビン３１０に到達する開口を提供できる。孔
４１２に対応する孔（図示せず）は、孔４１２に対向する場所でハウジング４１０上に配
置され得る。一実施形態では、孔４１２および対応する孔が、感知アセンブリ３００を適
所に保持するのに使用され、ハウジング４１０は感知アセンブリ３００を覆ってオーバー
モールドされる。
【００３６】
　溝４１４は、速度センサ１００と共に使用され得るＯリングのための配置を提供できる
。Ｏリングは、例えば、動作中に速度センサ１００が配置された後に、速度センサ１００
のための封止を提供できる。溝４１４は、Ｏリングを収容するための形状とすることがで
きる。この形状は、例えば、１つまたは複数のテーパー付けされた縁部を含むことができ
る。
【００３７】
　リブ４２２は、第１の部分２００と第３の部分８００とを互いに接合する（例えば、接
着する）のを提供する。以下でさらに述べるように、一実施形態では、第１の部分２００
と第２の部分５００は、互いに接合される。第１の部分２００と第２の部分５００が接合
された後、第３の部分８００は、接合された第１の部分２００と第２の部分５００上にオ
ーバーモールドされる。ここでは、リブ４２２は、接合された第１の部分２００と第２の
部分５００とを覆う第３の部分８００がオーバーモールドする間に溶解でき、これにより
、第１の部分２００と第３の部分８００との互いの接合を提供。
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【００３８】
　リッジ４２０は、ハウジング４１０から突出できる。第１の部分２００と第２の部分５
００が共に組み立てられる場合、リッジ４２０は、第２の部分５００への第１の部分２０
０のアライメントを提供できる。例えば、リッジ４２０は、第１の部分２００と第２の部
分５００が互いに接合される場合に、第１の部分２００と第２の部分５００との特定のア
ライメントを提供するように楔のような鍵で固定され得る。
【００３９】
　図５は、速度センサ１００の第２の部分５００の例示的な実施形態を示す。図５を参照
すると、第２の部分５００は、ハウジング５２４およびワイヤリングハーネス５２６を含
むことができる。ハウジング５２４は、第２の部分５００を収容するのに使用できる。ハ
ウジング５２４は、ＬＰＣから製造することができるが、他の材料が使用されてもよい。
ハウジング５２４は、リッジ５２０およびリブ５２２を含む。
【００４０】
　ワイヤリングハーネス５２６は、速度センサ１００と外部ソース（例えば、コンピュー
タ）の間の接続を提供できる。この接続は、速度センサ１００と外部ソースの間で様々な
信号を搬送できる。これらの信号は、例えば、速度センサによって提供され得る測定値（
readings）を含むことができる。
【００４１】
　ワイヤリングハーネス５２６は、第１の部分２００に電気的に接続するのに使用でき、
また、電気的信号を第１の部分２００と第２の部分５００の間で伝送可能とする端子５２
８を含むことができる。端子５２８は、導電性の材料（例えば、銅）から製造することが
できる。以下でさらに述べるように、ワイヤリングハーネス５２６は、端子５２８によっ
て終端される導電性のワイヤを含むことができる。
【００４２】
　リッジ５２０は、ハウジング５２４から突出できる。第１の部分２００と第２の部分５
００が共に組み立てられる場合、リッジ５２０は、第２の部分５００と第１の部分２００
とのアライメントを提供できる。例えば、第１の部分２００と第２の部分５００が共に接
合される場合、リッジ５２０は、第２の部分５００の第１の部分２００との特定のアライ
メントを提供するように楔のような鍵で固定され得る。
【００４３】
　リブ５２２は、第２の部分５００と第３の部分８００を共に接合するのを提供する。以
下でさらに述べるように、一実施形態では、第１の部分２００と第２の部分５００は共に
接合（例えば、溶接）される。第１の部分２００と第２の部分５００が接合された後、第
３の部分８００は、接合された第１の部分２００と第２の部分５００上にオーバーモール
ドされる。ここでは、リブ５２２は、第２の部分５００と第３の部分８００を共に接合す
るのを提供するように溶解できる。
【００４４】
　図６は、第２の部分５００の破断図を示す。図６を参照すると、第２の部分５００は、
シール（封止）６２０、ワッシャー６２２およびワイヤ６２４を含むことができる。シー
ル６２０は、汚染物質がハウジングに侵入するのを防ぐ働きをする周辺シールとすること
ができる。シール６２０は、テーパー付けされる。シール６２０をテーパー付けすること
は、ハウジング５２４におけるシール６２０の配置を固定する働きをし得る。ワッシャー
６２２は、ハウジング５２４においてワイヤ６２４を固定する働きをし、また、ハウジン
グが、例えば、ワイヤリングハーネス５２６の上へオーバーモールドされた後に、ワイヤ
６２４がハウジング５２４から出るのを防ぐ働きをし得る裏
打ちワッシャー（backing washer）とすることができる。
【００４５】
　シール６２０および／またはワッシャー６２２は、柔軟な材料から製造できる。一実施
形態では、シール６２０はエラストマーから製造され、ワッシャー６２２は硬質ポリマー
から製造される。ハウジング５２４が、ハウジング５２４におけるワッシャー６２２およ
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び／またはシール６２０の配置をさらに固定できる１つまたは複数の縁６２６を含むこと
ができることに留意されたい。
【００４６】
　ワイヤ６２４は、電気信号を伝導するのに使用できる導電性の材料（例えば、銅）を含
むことができる。ワイヤ６２４は、ワイヤ６２４間での電気的信号の伝導を防ぐように、
絶縁体を含むことができる。さらに、ワイヤ６２４は、漂遊した信号（stray signals）
がワイヤ６２４に結合することを未然に防ぐようにツイストされ得る。ワイヤ６２４は、
端子５２８で終端できる。
【００４７】
　シール６２０およびワッシャー６２２は、第２の部分５００におけるワイヤ６２４の位
置決めを提供する働きができる。具体的には、シール６２０およびワッシャー６２２は、
ワイヤ６２４のアライメントを提供できる孔を含むことができる。ここでは、例えば、ア
ライメントは、ワイヤ６２４間での予め決められた間隔を含むことができる。さらに、ア
ライメントは、第２の部分５００の長手方向の外観に対する、ワイヤ６２４の角位置を含
むことができる。
【００４８】
　例えば、シール６２０およびワッシャー６２２は、軸６２８に対してワイヤ６２４を整
合させることのできる孔を含むことができる。ここでは、例えば、軸６２８は、第２の部
分５００の長手方向の中心軸とすることができる。孔は、ワイヤ６２４にアライメントを
提供できるので、ワイヤ６２４は、予め決められた公差内で、軸６２８から等距離であり
、また軸６２８と平行である。
【００４９】
　図７は、第１の部分２００および第２の部分５００を含むサブアセンブリ７００の例示
的な実施形態を示す。図７を参照すると、上述のように、リッジ４２０および５２０が楔
のような鍵で固定され得る。鍵で固定することは、第１の部分２００と第２の部分５００
がアセンブリ７００を形成するように接合される場合に、第１の部分２００と第２の部分
５００のアライメントを提供できる。例えば、鍵で固定することは、第１の部分２００が
、一方向のみで第２の部分５００に接合されることを許容できる。
【００５０】
　円７１０は、第１の部分２００と第２の部分５００の接合をより詳細に示す。円７１０
を参照すると、リッジ４２０および５２０はインターロック（連結）できる。リッジ４２
０および５２０をインターロックすると、第１の部分２００と第２の部分５００とのアラ
イメントを提供できる。さらに、リッジ４２０および５２０をインターロックすると、１
つまたは複数の窓７４０を形成させることができる。窓７４０は、端子３４２および端子
５２８を露出させ得る。窓７４０は、端子３４２と端子５２８との一緒の接合を提供する
のに使用できる。
【００５１】
　端子３４２および端子５２８を共に接合すると、第１の部分２００を第２の部分５００
に電気的および／または機械的に接続できる。例えば、一実施形態では、溶接プローブが
窓７４０に入り、溶接技術を用いて端子３４２を端子５２８に電気的および機械的に接合
する。端子３４２と端子５２８を電気的および／または機械的に接合するのに、その他の
技術を使用してもよいことに留意すべきである。例えば、一実施形態では、はんだプロー
ブが窓７４０に入り、はんだ付け技術を用いて端子３４２を端子５２８に電気的および機
械的に接合する。
【００５２】
　図８は、サブアセンブリ７００に接合された速度センサ１００の第３の部分８００の例
示的な実施形態を示す。図８を参照すると、第３の部分は、速度センサ１００と関連され
得るフランジであることができる。フランジは、速度センサ１００の動作中に速度センサ
１００を搭載するのに使用できる。フランジは、速度センサ１００の搭載を提供するのに
使用できる孔８１２を含むことができる。



(9) JP 6316765 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

【００５３】
　第３の部分８００は、サブアセンブリ７００上に第３の部分８００をオーバーモールド
することにより、サブアセンブリ７００に接合できる。オーバーモールドは、リブ４２２
および５２２で発生できる。オーバーモールドされた第３の部分８００は、第１の部分２
００と第２の部分５００が接合されるサブアセンブリ７００のある箇所で、サブアセンブ
リ７００を覆うことができる。さらに、サブアセンブリ７００のこの箇所で第３の部分８
００をオーバーモールドすると、汚染物質からこの箇所を環境的に封止でき、これがない
と、汚染物質がこの箇所に入り込める。
【００５４】
　例えば、一実施形態では、サブアセンブリ７００の上で第３の部分８００をオーバーモ
ールドすることは、第３の部分８００の一部を窓７４０へ流れさせて、第１の部分２００
と第２の部分５００の接合を封止するためのシールを形成させる。さらに、この流れは、
第１の部分２００と第２の部分５００が接合されるサブアセンブリ７００のこの箇所に含
まれ得る空気を除去する働きをし得る。空気を押し出すことにより、空気が存在する場合
に発生することのある望ましくない状況（例えば、端子３４２および端子５２８の酸化）
を防ぐことができる。さらに、空気を押し出すことにより、第１の部分２００と第２の部
分５００が接合される箇所で、速度センサ１００の耐久性が改善できる。
【００５５】
　また、シール８２０の配置が図８に示されている。一実施形態では、シール８２０は、
柔軟な材料で製造されたＯリングである。図８に示すように、シール８２０は、溝４１４
内に配置できる。シール８２０は、速度センサ１００の動作中に汚染物質が溝４１４を越
えて第２の部分５００へ移動するのを防ぐのに使用できる。
【００５６】
　図９は、速度センサを製造するのに実行できる例示的な動作のフローチャートを示す。
図９を参照すると、ブロック９１０で、第１の部分のためのハウジングが感知アセンブリ
の上へオーバーモールドされ、速度センサの第１の部分を製造する。感知アセンブリは、
物体の動きを感知し、この感知された動きに基づき信号を生成するアセンブリであること
ができる。信号は、感知アセンブリと関連した端子上に存在できる。ハウジングをオーバ
ーモールドすることは、端子を除く感知アセンブリを包むことができる。ハウジングは、
ハウジングがない場合に発生することのある汚染物質やダメージから、感知アセンブリの
特定の部分を保護する働きをし得る。
【００５７】
　ブロック９２０で、シール、ワッシャーおよびワイヤリングハーネスがハーネスアセン
ブリを製造するために組み立てられる。ワイヤリングハーネスは、複数のワイヤを含むこ
とができる。シールおよびワッシャーは、ワイヤリングハーネスに含まれるワイヤが通過
できる孔を含むことができる。この孔は、ワイヤのアライメントを提供するのに使用でき
る。
【００５８】
　ブロック９３０で、ハーネスアセンブリおよび第２の部分のためのハウジングが、速度
センサの第２の部分を製造するために組み立てられる。ハウジングは、ワイヤリングハー
ネスアセンブリを固定でき、ワイヤリングハーネスを容易に扱いやすくできる。さらに、
ハウジングは、ワイヤリングハーネスの部分を様々な環境条件から保護できる。
【００５９】
　ブロック９４０で、第１の部分と第２の部分が接合される。例えば、第１の部分と第２
の部分は、楔のような鍵で固定され得る。鍵で固定すると、第１の部分と第２の部分を接
合する際に、第１の部分と第２の部分のアライメントを提供できる。さらに、第１の部分
および第２の部分は、第１の部分と第２の部分の間を電気的に接続するのに使用できる端
子を含むことができる。第１の部分上の端子は、電気的に接続するように、第２の部分上
の端子と接合できる。端子は、溶接、はんだ付けおよび／または端子同士の接合する別の
方法によって接合できる。
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【００６０】
　ブロック９５０では、速度センサの第３の部分が、接合された第１の部分および第２の
部分の上へオーバーモールドされる。第３の部分は、第１の部分と第２の部分が接合され
る箇所でオーバーモールドされ得る。この箇所で第３の部分をオーバーモールドすると、
外部の汚染物質からこの箇所を封止し得るシールを提供できる。さらに、この箇所で第３
の部分をオーバーモールドすると、この箇所で速度センサを補強できる。
【００６１】
　実施形態の前述の記載は、例示および説明を提供することを意図しており、包括的であ
ることや、開示した明確な形態に本発明を限定することを意図するものではない。修正形
態および変形形態が、上記の教示の観点から可能であり、または、本発明を実施するにあ
たり獲得することができる。
【００６２】
　本明細書で使用した要素、動作または指示は、そのように明確に述べられていない限り
は、本発明に重要または本質的なものと理解されるべきでない。また、本明細書で使用し
たように、冠詞「ａ」は、１つまたは複数の要素を含むことを意図している。１つのアイ
テムのみを意図する場合、「１つ」という用語または同様の言い回しが使用される。さら
に、「～に基づき（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）」というフレーズは、そうでないと明確に述べら
れる場合を除いて、「少なくとも部分的に～に基づき」ということを意味することを意図
している。
【００６３】
　本発明は上述の特定の実施形態に限定されることを意図しておらず、本発明は、以下の
添付の特許請求の範囲の範囲内にあるすべての特定の実施形態および同等物を含むことを
意図している。
　
　
【図１】 【図２】
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【図９】
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